






要約:小児期には不慮の事故による死亡が多いことより,本邦と諸外国の不慮の事故死つい

て国際比較を行い,本邦の事故の特徴を揃え今後の予防策を講ずるための資料とすること

を目的として研究を行った。その結果,本邦の不慮の事故死は他国に比べ決して多くはなか

ったが,O～4 才の溺水による死亡率が高かったことよりこれらを防ぐ早急な対策が必要で

あると考えられた。 


